
地
域

お
知
ら
せ

の

三
木
市
は
中
国
自
動
車
道
・
山

陽
自
動
車
道
が
通
過
し
て
い
る
ほ

か
、
舞
鶴
自
動
車
道
・
神
戸
鳴
門

自
動
車
道
へ
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

も
あ
り
、
全
国
的
に
も
交
通
の
要

衝
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
ゴ

ル
フ
場
は
西
日
本
一
の
数
を
誇
っ

て
い
ま
す
。

県
立
三
木
総
合
防
災
公
園
は
陸

上
競
技
場
・
サ
ッ
カ
ー
場
・
野
球

場
・
テ
ニ
ス
場
（
ビ
ー
ン
ズ
ド
ー

ム
：
屋
内
テ
ニ
ス
場
で
は
日
本
最

大
級
）
等
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ

り
、
体
を
動
か
し
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
方
で
、
大
規
模
災

害
時
に
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
、

被
災
地
へ
の
応
援
・
救
援
物
資
の

防
災
拠
点
施
設
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン

タ
ー
（
消
防
学
校
）
が
公
園
に
隣

接
し
て
お
り
、
県
下
の
消
防
職
・

団
員
が
教
養
と
技
術
習
得
を
重
ね

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
全
国
屈
指
の
交

通
の
要
衝
に
位
置
す
る
三
木
市
は
、

防
災
拠
点
の
町
と
し
て
の
顔
を

持
っ
て
お
り
、
自
主
防
災
組
織
結

成
率
は
一
〇
〇
％
、
一
三
二
六
名

の
消
防
団
員
が
三
木
市
の
防
災
の

一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
最
大
級
の
実
大
三

次
元
震
動
破
壊
実
験
施
設
（
Ｅ
‐

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
）
も
公
園
に
隣
接

し
て
お
り
、
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
超

高
層
ビ
ル
や
架
橋
・
危
険
物
施
設

な
ど
の
耐
震
性
を
検
証
し
、
地
震

に
強
い
構
造
物
の
研
究
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

他
に
も
、
三
木
山
森
林
公
園
や

三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
（
公

式
馬
術
競
技
場
）
な
ど
自
然
と
触

三
木
の
地
名
の
由
来
は
、
神
功

皇
后
が
市
内
の
君
が
峰
で
休
ま
れ

た
時
、
土
地
の
者
が
壷
に
入
れ
た

酒
を
献
上
し
た
こ
と
か
ら
、
御
酒
、

美
壷
と
呼
ん
だ
の
が
始
ま
り
で
、

御
酒
↓
三
木
、
美
壷
↓
美
嚢
に
転

じ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
木
の
金
物
の
歴
史
は
古
く
、

戦
国
時
代
に
は
、
東
播
八
郡
二
四

万
石
を
領
し
た
別
所
長
治
公
の
居

城
（
三
木
城
跡
及
び
付
城
跡
・
土

塁
が
国
指
定
の
文
化
財
）
が
あ
り

ま
し
た
が
、
三
木
合
戦
に
よ
っ
て

町
は
荒
廃
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

豊
臣
秀
吉
の
復
興
策
に
よ
っ
て
商

工
業
が
活
発
化
し
、
今
日
の
金
物

産
業
の
発
展
の
基
礎
と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
代
で
は
、
工
匠
具
・
手

引
の
こ
ぎ
り
の
全
国
シ
ェ
ア
は
約

一
七
％
と
な
り
ま
し
た
。
町
工
場

か
ら
は
槌
音
が
ト
ン
テ
ン
カ
ン
と

聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

　
　
　

 

毎
年
、
一
一
月
に
は
産
業
と
文

化
の
祭
典
「
三
木
金
物
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
二
日
間
で
約
一
六

万
人
の
来
場
者
が
あ
り
三
木
の
金

物
の
素
晴
ら
し
さ
を
全
国
に
発
信

し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
城
下
町
と
し
て
栄
え
た

丹
波
篠
山
は
、
デ
カ
ン
シ
ョ
節
に

歌
わ
れ
て
い
る
、
人
々
の
暮
ら
し
、

ま
ち
な
み
、
自
然
や
文
化
が
今
日

に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成
二
七

年
四
月
に
第
一
号
の
「
日
本
遺

産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
年
一
二
月
に
は
世
界

地
域
の
文
化
や
魅
力
を
生
か
し
て

産
業
に
結
び
つ
け
、
活
性
化
を
図

ろ
う
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ユ

ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
ク
ラ
フ
ト
＆
フ
ォ
ー
ク
ア
ー

ト
部
門
」
に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
認
定
に
伴
い
、
篠
山

市
内
の
観
光
名
所
に
新
し
く
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
駆
使
し
た
映
像

と
多
言
語
で
説
明
す
る
看
板
を
設

置
し
国
内
だ
け
で
は
な
く
海
外
か

ら
の
観
光
客
の
方
に
も
篠
山
の
歴

史
を
わ
か
り
易
く
説
明
し
て
い
ま

す
。是

非
一
度
、
丹
波
篠
山
を
訪
れ

て
「
日
本
遺
産
の
ま
ち
」
「
ユ
ネ

ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ま
ち
」
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
篠
山
市
役
所

農
都
創
造
部
商
工
観
光
課
（
☎
〇

七
九
‐
五
五
二
‐
六
九
〇
七
）
ま

で

一
〇
月
、
実
り
の
季
節
を
迎
え
、

市
内
各
地
で
秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま

す
。
中
で
も
播
州
三
大
祭
り
の
一

つ
、
「
大
宮
八
幡
宮
」
の
例
大
祭

り
は
、
重
さ
約
二
ト
ン
も
あ
る
屋

台
を
担
ぎ
上
げ
、
八
五
段
の
急
な

石
段
を
、
力
強
い
掛
け
声
と
共
に

登
っ
て
行
き
ま
す
。
躍
動
感
が
あ

り
、
み
き
っ
子
の
心
が
一
つ
に
な

る
代
表
的
な
お
祭
り
で
、
県
外
か

ら
三
木
へ
帰
郷
さ
れ
る
方
も
多
く
、

三
木
の
秋
は
、
笑
顔
が
絶
え
ま
せ

ん
。
楽
し
い
祭
り
が
終
わ
る
と
紅

葉
の
季
節
を
迎
え
山
々
が
色
づ
き

ま
す
。

　
　

 

三
木
市
は
「
日
本
一
美
し
い
ま

ち
三
木
を
め
ざ
そ
う
」
を
市
政
方

針
に
掲
げ
、
「
人
・
産
業
・
自

然
」
が
調
和
す
る
街
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

酒
米
の
最
高
級
品
で
あ
る
山
田

錦
の
主
生
産
地
で
、
そ
の
生
産
量

は
日
本
一
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
三

木
金
物
ブ
ラ
ン
ド
と
と
も
に
三
木

産
山
田
錦
で
仕
込
ん
だ
日
本
酒
は

最
高
で
す
。

〜 

み
き
（
三
木
）
っ
て
…
〜
知
っ
得
く
三
木
情
報

丹
波
篠
山
は「
日
本
遺
産
の
ま
ち
」・

「
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ま
ち
」と
し
て

魅
力
を
国
内
外
へ
発
信
中
！

三
木
市

篠
山
市

「
丹
波
篠
山
デ
カ
ン
シ
ョ
館
」

は
青
山
歴
史
村
の
付
属
施
設
と
し

て
平
成
二
八
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
。

館
内
で
は
、
デ
カ
ン
シ
ョ
節
や

デ
カ
ン
シ
ョ
祭
を
は
じ
め
、
「
日

本
遺
産
の
ま
ち　

丹
波
篠
山
」
の

歴
史
や
文
化
、
自
然
、
特
産
品
な

ど
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

バ
ー
チ
ャ
ル
デ
カ
ン
シ
ョ
踊
り

ブ
ー
ス
で
は
、
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現

実
）
技
術
を
駆
使
し
て
デ
カ
ン

シ
ョ
踊
り
が
再
現
さ
れ
、
祭
り
会

場
に
い
る
雰
囲
気
を
味
わ
え
ま
す
。

歴
史
と
文
化
「
日
本
遺
産
の
ま
ち 

丹
波
篠
山
」
の
魅
力
を
ご
ゆ
っ
く

り
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

日
本
遺
産　

丹
波
篠
山
デ
カ
ン

シ
ョ
館
の
開
館
に
あ
わ
せ
て
「
丹

波
篠
山
N
A
V
I
」
が
完
成
し
ま

し
た
。
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語

（
繁
体
、
簡
体
）
、
ハ
ン
グ
ル
、

ド
イ
ツ
語
の
六
か
国
語
対
応
で
す
。

観
光
案
内
ナ
ビ
は
五
〇
箇
所
に

設
置
さ
れ
た
案
内
板
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
向
け
る
と
案
内
映
像
が

流
れ
、
懐
か
し
の
お
宝
映
像
や
ド

ロ
ー
ン
の
美
し
い
空
撮
映
像
を
満

載
し
て
い
ま
す
。
観
光
一
覧
は
デ

カ
ン
シ
ョ
館
の
観
光
ビ
デ
オ
の
多

言
語
説
明
と
し
て
使
え
、
デ
カ
ン

シ
ョ
館
体
験
ゾ
ー
ン
で
は
備
え
付

け
タ
ブ
レ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
手

持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
デ
カ

ン
シ
ョ
踊
り
を
体
験
、
写
真
撮
影

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
篠
山
市
の

市
章
を
マ
ー
カ
ー
に
し
て
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
向
け
る
と
画
面
上
で

デ
カ
ン
シ
ョ
踊
り
の
実
演
も
行
い

ま
す
。

■
日
程
：
平
成
二
八
年
八
月
一
五

日
（
月
）
〜
一
六
日
（
火
）

■
場
所
：
篠
山
城
跡
周
辺　

篠
山

市
北
新
町

篠
山
と
い
え
ば
「
デ
カ
ン
シ
ョ

祭
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
民
謡
デ
カ

ン
シ
ョ
節
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
丹
波
篠
山
デ
カ
ン

シ
ョ
祭
は
、
こ
の
デ
カ
ン
シ
ョ
の

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊
る
総
踊
り

が
メ
イ
ン
で
丹
波
篠
山
の
真
夏
の

風
物
詩
と
し
て
多
く
の
方
々
に
愛

さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
カ
ン
シ
ョ
節

に
は
地
域
の
そ
の
時
代
ご
と
の
風

土
や
人
情
、
名
所
、
名
産
物
が
歌

わ
れ
て
お
り
、
今
日
に
お
い
て
も

新
た
な
歌
詞
を
生
み
出
し
新
た
な

丹
波
篠
山

を
更
に
後

世
に
歌
い

継
ぐ
取
り

組
み
を
続

け
て
い
ま

す
。

編
集
後
記

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
今
月
号
で
は
春

の
叙
勲
を
は
じ
め
、
各
種

表
彰
式
の
様
子
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
受
章
さ
れ

た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

各
地
区
の
消
防
操
法
大

会
も
終
わ
り
、
県
大
会
出

場
隊
が
決
定
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
県
大
会
で
す
。

体
調
管
理
に
は
十
分
に
気

を
配
っ
て
い
た
だ
き
、
日

頃
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

熱
中
症
を
は
じ
め
、
大

雨
・
台
風
な
ど
何
か
と
気

が
か
り
な
季
節
と
な
り
ま

し
た
が
、
災
害
へ
の
備

え
・
体
調
管
理
に
は
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

丹波篠山デカンショ館

丹波篠山ＮＡＶＩ

す
る
と
と
も
に
、
幾
多
の
災
害
に

対
し
て
、
率
先
垂
範
し
て
敢
然
と

立
ち
向
か
わ
れ
、
地
域
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
消
防
力
の
強
化
、
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
消
防
の

発
展
に
貢
献
し
、
社
会
公
共
の
福

祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と

等
、
こ
れ
ま
で
の
抜
群
の
功
績
に

よ
り
、
そ
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し

た
。今

回
の
叙
勲
の
伝
達
式
は
、
平

成
二
八
年
五
月
一
六
日
（
月
）
一

三
時
一
五
分
よ
り
東
京
・
虎
ノ
門

の
日
本
消
防
会
館
ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
、

代
表
者
に
叙
勲
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。式

典
終
了
後
、
受
章
者
の
方
々

は
皇
居
へ
参
入
、
拝
謁
し
た
後
、

記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
の
消
防
関
係
受
章

者
数
、
勲
章
別
内
訳
及
び
本
県
の

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
全
国
消
防
関
係
受
章
者
数
〉

瑞
宝
小
綬
章
 

二
一
名

旭
日
双
光
章
 

三
名

瑞
宝
双
光
章
 

九
三
名

瑞
宝
単
光
章
 

四
八
四
名

　
　
計
 

六
〇
一
名

一
九
名
が
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま

し
た
。

受
章
さ
れ
た
方
々
は
、
永
年
に

わ
た
り
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
火
災
等
の
災
害
か
ら
防
御

平
成
二
八
年
春
の
叙
勲
が
四
月

二
九
日
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
の
受
章
者
（
消
防
関
係
）

は
、
全
国
で
六
〇
一
名
、
う
ち
兵

庫
県
で
は
、
元
消
防
団
員
・
職
員

受章者の皆さん

式典の様子

平
成
二
八
年

春
の
叙
勲（
消
防
関
係
）伝
達
式
が
挙
行

　

元
温
泉
町
消
防
団

　
　

副
団
長 

西
脇　
　

明

　

元
淡
路
市
消
防
団

　
　

副
団
長 

谷
山　

公
平

　

元
川
西
市
消
防
団

　
　

副
分
団
長 

夛
田　

仁
三

　

元
高
砂
市
消
防
団

　
　

副
分
団
長 

穴
田　

正
和

　

元
赤
穂
市
消
防
団

　
　

分
団
長 

嶋
田　

秀
昭

　

元
加
古
川
市
消
防
団

　
　

副
分
団
長 

髙
谷　

正
博

　

元
豊
岡
市
但
東
消
防
団

　
　

副
団
長 

田
中　

德
夫

　

元
豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

　
　

副
団
長 

松
井　

勝
己

　

元
芦
屋
市
消
防
団

　
　

分
団
長 

山
根　
　

進

　

元
神
戸
市
垂
水
消
防
団

　
　

副
団
長 
柏
木　

耕
二

　

元
神
戸
市
灘
消
防
団

　
　

副
団
長 

市
岡　

博
次

　

元
尼
崎
市
消
防
団

　
　

分
団
長 

松
浦　

敬
彦

　

元
西
宮
市
消
防
団

　
　

分
団
長 

岩
野　
　

勝

　

元
姫
路
市
姫
路
西
消
防
団

　
　

分
団
長 

田
中　

明
洋

　

元
姫
路
市
飾
磨
消
防
団

　
　

分
団
長 

永
井　
　

侃

兵
庫
県
下
受
章
者
（
消
防
関
係
）

◎
瑞
宝
小
綬
章

　

元
尼
崎
市

　
　

消
防
正
監 

橋
本　

雅
生

　

元
姫
路
市
網
干
消
防
団

　
　

分
団
長 

小
野　

廣
治

◎
瑞
宝
単
光
章

　

元
神
戸
市
中
央
消
防
団

　
　

副
団
長 

石
沢　

英
次

◎
瑞
宝
双
光
章

　

元
養
父
市
消
防
団

　
　

団　
　

長 

片
岡　
　

稔

【
お
詫
び
と
訂
正
】

兵
庫
消
防
平
成
二
八
年
五
月

一
五
日
発
行
第
六
六
四
号
の

「
が
ん
ば
っ
て
ま
す
、
女
性
消

防
団
員
」
に
お
い
て
、
明
石
市

消
防
団　

女
組
（
め
ぐ
み
）
班

長　

髙
橋
久
美
子
氏
の
氏
名
を

誤
っ
て
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
。

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
次
の
と
お
り
訂
正
い
た

し
ま
す
。

（
正
）
髙
橋　

久
美
子

（
誤
）
橘　

久
美
子

金
物
の
ま
ち
三
木

色
ん
な
一
番
の
あ
る
三
木

研
究
施
設

防
災
拠
点

交
通
の
要
衝
・
ゴ
ル
フ
場

農
業

ふ
れ
あ
い
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
三
木

れ
合
え
る
施
設
が
一
杯
で
す
。
春

は
美
嚢
川
の
桜
並
木
、
夏
は
ブ
ド

ウ
狩
り
。
自
然
豊
か
で
、
安
ら
ぎ

の
あ
る
三
木
市
へ
ぜ
ひ
一
度
お
越

し
く
だ
さ
い
。

三
木
情
報
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

http://m
iki-m

useum
.jp/

三木金物まつり

大宮八幡宮
秋祭り（本宮）

丹
波
篠
山
デ
カ
ン
シ
ョ
館

丹
波
さ
さ
や
ま
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

第
六
四
回
丹
波
篠
山

デ
カ
ン
シ
ョ
祭

やぐらの周りで広がる踊りの輪

み
き

み
つ
ぼ

み
の
う

（1） （隔月奇数月15日発行）兵　　庫　　消　　防 （8）（隔月奇数月15日発行）兵　　庫　　消　　防
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淡
路
市
消
防
団

　
団
長 

魚
住
　
幸
市

豊
岡
市
城
崎
消
防
団

　
団
長 

西
浦
　
　
博

宝
塚
市
消
防
団

　
団
長 

福
井
　
　
仁

前
神
戸
市

　
消
防
司
監 
岡
田
　
　
勇

前
加
古
川
市

　
消
防
正
監 

舛
賀
　
文
博

叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
た
方
々
は
、

消
防
職
員
と
し
て
国
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
火
災
等
の
災
害

か
ら
防
御
す
る
た
め
、
永
年
に
わ

た
り
著
し
く
危
険
性
の
高
い
業
務

に
精
励
す
る
と
と
も
に
消
防
力
の

強
化
、
充
実
に
尽
力
さ
れ
、
消
防

の
発
展
に
貢
献
し
、
社
会
公
共
の

福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
叙
勲
の
伝
達
式
は
、
平

成
二
八
年
五
月
一
一
日
（
水
）
及

び
五
月
一
三
日
（
金
）
（
兵
庫
県

は
一
三
日
）
一
四
時
よ
り
東
京
・

合
同
庁
舎
第
二
号
館
（
総
務
省
）

に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
章
者
は
、
全
国
で
瑞
宝
双
光

章
三
四
五
名
、
瑞
宝
単
光
章
二
九

八
名
、
計
六
四
三
名
、
う
ち
兵
庫

県
関
係
で
は
、
二
二
名
の
元
消
防

職
員
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

式典の様子

第
二
六
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が

平
成
二
八
年
四
月
二
九
日
に
発
令

兵
庫
県
下
受
章
者
（
消
防
関
係
）

◎
瑞
宝
双
光
章

　
元
神
戸
市

　
　
消
防
監 

井
上
　
正
晴

　
元
尼
崎
市

　
　
消
防
司
令
長 

橋
本
　
靜
馬

　
元
川
西
市

　
　
消
防
司
令
長 

西
中
　
隆
己

　
元
伊
丹
市

　
　
消
防
監 

岡
本
　
正
明

　
元
神
戸
市

　
　
消
防
監 

浮
津
　
正
典

　
元
尼
崎
市

　
　
消
防
司
令
長 

田
口
　
英
治

　
元
伊
丹
市

　
　
消
防
司
令
長 

櫻
井
　
康
二

　
元
加
古
川
市

　
　
消
防
監 

加
納
　
利
貴

　
元
高
砂
市

　
　
消
防
司
令
長 

梶
原
　
詳
司

　
元
姫
路
市

　
　
消
防
司
令
長 

牛
尾
　
基
好

◎
瑞
宝
単
光
章

　
元
宍
粟
市

　
　
消
防
司
令 

石
原
　
和
夫

　
元
赤
穂
市

　
　
消
防
監 

家
根
　
　
新

　
元
北
は
り
ま
消
防
組
合

　
　
消
防
監 

藤
原
　
慶
久

　
元
明
石
市

　
　
消
防
司
令
長 

東
田
　
秀
男

　
元
姫
路
市

　
　
消
防
司
令
長 

矢
倉
　
文
雄

　
元
西
宮
市

　
　
消
防
司
令
長 

松
木
　
德
行

　
元
明
石
市

　
　
消
防
司
令
長 

林
　
　
善
信

　
元
豊
岡
市

　
　
消
防
司
令 

岸
田
　
　
敏

　
元
神
戸
市

　
　
消
防
監 

樫
木
　
惠
三

　
元
西
宮
市

　
　
消
防
司
令
長 

大
坂
　
　
博

　
元
三
木
市

　
　
消
防
司
令 

大
内
　
昌
之

　
元
神
戸
市

　
　
消
防
司
令
長 

山
下
　
隆
司

戸
知
事
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

表
彰
式
後
は
祝
賀
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
な
ご
や
か
に

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
受
賞
者
の
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

◎
消
防
関
係

前
養
父
市
消
防
団

　
団
長 

淨
慶
　
康
治

受賞者の皆さん

厚生労働省作成リーフレット

平
成
二
八
年
七
月
六
日
（
水
）

午
前
一
一
時
よ
り
、
ス
ク
ワ
ー
ル

麹
町
に
て
、
平
成
二
八
年
度
安
全

功
労
者
・
消
防
功
労
者
総
務
大
臣

表
彰
式
が
高
市
総
務
大
臣
の
出
席

の
も
と
、
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

表
彰
式
で
は
、
高
市
総
務
大
臣

か
ら
式
辞
、
表
彰
状
授
与
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

県
下
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
）

○
安
全
功
労

【
個
人
】

　
　
友
藤
　
冨
士
子

【
団
体
】

町
坪
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

友
が
丘
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

日
東
化
成
株
式
会
社
　
尼

崎
工
場

平
成
二
八
年
五
月
一
八
日

（
水
）
一
四
時
か
ら
、
兵
庫
県
公

館
に
お
い
て
、
平
成
二
八
年
兵
庫

県
功
労
者
表
彰
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。表

彰
は
、
二
二
の
功
労
分
野
に

わ
た
り
二
二
一
名
の
方
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
消
防
功
労
で
は
消

防
関
係
者
六
名
が
受
賞
さ
れ
、
消

防
功
労
の
受
賞
者
を
代
表
し
、
前

養
父
市
消
防
団
の
淨
慶
団
長
が
井

「熱中症」とは、高温多湿な環境に長くいることで、徐々に体内の水分や塩分のバラ
ンスが崩れ、体温調節機能がうまく働かなくなり、体内に熱がこもった状態のことを言
います。症状としては、めまい、吐き気、倦怠感などで、重症になると意識障害を発生
させるなど、命に関わる病気です。室外だけでなく、室内においても環境条件や体調に
よって熱中症になる場合もありますので、注意が必要です。
熱中症はこまめに水分を補給したり、暑さをさけたりするなど適切な予防を行うこと
で避けることができます。

気温の高い日が続くこ
の季節、既に報道等でも
取り上げられているとこ
ろですが、熱中症予防が
欠かせません。厚生労働
省において予防啓発・注
意喚起のリーフレットが
作成されましたので、ぜ
ひ参考にしていただき、
元気に夏を乗り切りま
しょう。

平成二八年度
安全功労者・消防功労者
総務大臣表彰式

平
成
二
八
年 

兵
庫
県
功
労
者
表
彰
式
挙
行

熱中症予防のために

厚生労働省ホームページ

http://www.mhlw.go.jp/

stf/houdou/0000124641.

html

（3） （隔月奇数月15日発行）兵　　庫　　消　　防 （2）（隔月奇数月15日発行）兵　　庫　　消　　防第 665 号 平成28年 7月15日 第 665 号 平成28年 7月15日
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淡
路
市
消
防
団

　
団
長 

魚
住
　
幸
市

豊
岡
市
城
崎
消
防
団

　
団
長 

西
浦
　
　
博

宝
塚
市
消
防
団

　
団
長 

福
井
　
　
仁

前
神
戸
市

　
消
防
司
監 

岡
田
　
　
勇

前
加
古
川
市

　
消
防
正
監 

舛
賀
　
文
博

叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
た
方
々
は
、

消
防
職
員
と
し
て
国
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
火
災
等
の
災
害

か
ら
防
御
す
る
た
め
、
永
年
に
わ

た
り
著
し
く
危
険
性
の
高
い
業
務

に
精
励
す
る
と
と
も
に
消
防
力
の

強
化
、
充
実
に
尽
力
さ
れ
、
消
防

の
発
展
に
貢
献
し
、
社
会
公
共
の

福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
叙
勲
の
伝
達
式
は
、
平

成
二
八
年
五
月
一
一
日
（
水
）
及

び
五
月
一
三
日
（
金
）
（
兵
庫
県

は
一
三
日
）
一
四
時
よ
り
東
京
・

合
同
庁
舎
第
二
号
館
（
総
務
省
）

に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
章
者
は
、
全
国
で
瑞
宝
双
光

章
三
四
五
名
、
瑞
宝
単
光
章
二
九

八
名
、
計
六
四
三
名
、
う
ち
兵
庫

県
関
係
で
は
、
二
二
名
の
元
消
防

職
員
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

式典の様子

第
二
六
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が

平
成
二
八
年
四
月
二
九
日
に
発
令

兵
庫
県
下
受
章
者
（
消
防
関
係
）

◎
瑞
宝
双
光
章

　
元
神
戸
市

　
　
消
防
監 

井
上
　
正
晴

　
元
尼
崎
市

　
　
消
防
司
令
長 

橋
本
　
靜
馬

　
元
川
西
市

　
　
消
防
司
令
長 

西
中
　
隆
己

　
元
伊
丹
市

　
　
消
防
監 

岡
本
　
正
明

　
元
神
戸
市

　
　
消
防
監 

浮
津
　
正
典

　
元
尼
崎
市

　
　
消
防
司
令
長 

田
口
　
英
治

　
元
伊
丹
市

　
　
消
防
司
令
長 

櫻
井
　
康
二

　
元
加
古
川
市

　
　
消
防
監 

加
納
　
利
貴

　
元
高
砂
市

　
　
消
防
司
令
長 

梶
原
　
詳
司

　
元
姫
路
市

　
　
消
防
司
令
長 

牛
尾
　
基
好

◎
瑞
宝
単
光
章

　
元
宍
粟
市

　
　
消
防
司
令 

石
原
　
和
夫

　
元
赤
穂
市

　
　
消
防
監 

家
根
　
　
新

　
元
北
は
り
ま
消
防
組
合

　
　
消
防
監 

藤
原
　
慶
久

　
元
明
石
市

　
　
消
防
司
令
長 

東
田
　
秀
男

　
元
姫
路
市

　
　
消
防
司
令
長 

矢
倉
　
文
雄

　
元
西
宮
市

　
　
消
防
司
令
長 

松
木
　
德
行

　
元
明
石
市

　
　
消
防
司
令
長 

林
　
　
善
信

　
元
豊
岡
市

　
　
消
防
司
令 

岸
田
　
　
敏

　
元
神
戸
市

　
　
消
防
監 

樫
木
　
惠
三

　
元
西
宮
市

　
　
消
防
司
令
長 

大
坂
　
　
博

　
元
三
木
市

　
　
消
防
司
令 

大
内
　
昌
之

　
元
神
戸
市

　
　
消
防
司
令
長 

山
下
　
隆
司

戸
知
事
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

表
彰
式
後
は
祝
賀
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
な
ご
や
か
に

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
受
賞
者
の
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

◎
消
防
関
係

前
養
父
市
消
防
団

　
団
長 

淨
慶
　
康
治

受賞者の皆さん

厚生労働省作成リーフレット

平
成
二
八
年
七
月
六
日
（
水
）

午
前
一
一
時
よ
り
、
ス
ク
ワ
ー
ル

麹
町
に
て
、
平
成
二
八
年
度
安
全

功
労
者
・
消
防
功
労
者
総
務
大
臣

表
彰
式
が
高
市
総
務
大
臣
の
出
席

の
も
と
、
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

表
彰
式
で
は
、
高
市
総
務
大
臣

か
ら
式
辞
、
表
彰
状
授
与
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

県
下
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
）

○
安
全
功
労

【
個
人
】

　
　
友
藤
　
冨
士
子

【
団
体
】

町
坪
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

友
が
丘
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

日
東
化
成
株
式
会
社
　
尼

崎
工
場

平
成
二
八
年
五
月
一
八
日

（
水
）
一
四
時
か
ら
、
兵
庫
県
公

館
に
お
い
て
、
平
成
二
八
年
兵
庫

県
功
労
者
表
彰
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。表

彰
は
、
二
二
の
功
労
分
野
に

わ
た
り
二
二
一
名
の
方
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
消
防
功
労
で
は
消

防
関
係
者
六
名
が
受
賞
さ
れ
、
消

防
功
労
の
受
賞
者
を
代
表
し
、
前

養
父
市
消
防
団
の
淨
慶
団
長
が
井

「熱中症」とは、高温多湿な環境に長くいることで、徐々に体内の水分や塩分のバラ
ンスが崩れ、体温調節機能がうまく働かなくなり、体内に熱がこもった状態のことを言
います。症状としては、めまい、吐き気、倦怠感などで、重症になると意識障害を発生
させるなど、命に関わる病気です。室外だけでなく、室内においても環境条件や体調に
よって熱中症になる場合もありますので、注意が必要です。
熱中症はこまめに水分を補給したり、暑さをさけたりするなど適切な予防を行うこと
で避けることができます。

気温の高い日が続くこ
の季節、既に報道等でも
取り上げられているとこ
ろですが、熱中症予防が
欠かせません。厚生労働
省において予防啓発・注
意喚起のリーフレットが
作成されましたので、ぜ
ひ参考にしていただき、
元気に夏を乗り切りま
しょう。

平成二八年度
安全功労者・消防功労者
総務大臣表彰式

平
成
二
八
年 

兵
庫
県
功
労
者
表
彰
式
挙
行

熱中症予防のために

厚生労働省ホームページ

http://www.mhlw.go.jp/

stf/houdou/0000124641.

html

（3） （隔月奇数月15日発行）兵　　庫　　消　　防 （2）（隔月奇数月15日発行）兵　　庫　　消　　防第 665 号 平成28年 7月15日 第 665 号 平成28年 7月15日

078715_shobo_vol665_P0203

16072501スガ→080101スガ→



　

準
優
勝　

た
つ
の
市
消
防
団

　
　
　
　
　

龍
野
第
一
〇
分
団

【
淡
路
地
区
】

・
ポ
ン
プ
車
の
部

　

優　

勝　

南
あ
わ
じ
市
消
防
団

　

準
優
勝　

　

優　

秀　

・
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

洲
本
市
消
防
団

　

準
優
勝　

　

優　

秀　

こ
の
結
果
に
よ
り
、
こ
の
度
の

兵
庫
県
消
防
操
法
大
会
へ
の
出
場

隊
が
決
定
し
ま
し
た
。

兵
庫
県
消
防
操
法
大
会
へ
の
出

場
隊
に
つ
い
て
は
、
右
記
の
と
お

り
で
す
。

平
成
二
八
年
七
月
一
日
（
金
）

シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
舞
子
ビ
ラ
神

戸
に
お
い
て
平
成
二
八
年
度
兵
庫

県
ま
と
い
会
正
副
会
長
会
・
理
事

会
・
研
修
会
・
意
見
交
換
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
の
主
な
議
題
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
第
一
号
議
案

平
成
二
七
年
度
事
業
報
告
及

び
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

○
第
二
号
議
案

役
員
の
異
動
及
び
改
選
に
つ

い
て

○
第
三
号
議
案

平
成
二
八
年
度
事
業
計
画
及

び
歳
入
歳
出
予
算
に
つ
い
て

研
修
会
で
は
兵
庫
県
立
大
学
の

木
村
玲
欧
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
次
世
代
へ
つ
な
げ
る
防
災
〜
正

し
い
知
識
と
適
切
な
対
応
」
と
題

し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

坂
本
部
・
横
屋
部

　

準
優
勝　

三
木
市
消
防
団

　
　
　
　
　

別
所
第
四
分
団

　
　
　
　
　

石
野
班
別
所
機
動
隊

　

三　

位　

加
東
市
消
防
団

　
　
　
　
　

北
野
分
団

【
西
播
磨
地
区
】

・
ポ
ン
プ
車
の
部

　

優　

勝　

赤
穂
市
消
防
団

　
　
　
　
　

第
一
分
団

　

準
優
勝　

赤
穂
市
消
防
団

　
　
　
　
　

第
三
分
団

　

三　

位　

太
子
町
消
防
団

　
　
　
　
　

鵤
分
団

・
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

た
つ
の
市
消
防
団

　
　
　
　
　

新
宮
第
一
一
分
団

・
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

福
崎
町
消
防
団

　
　
　
　
　

庄
分
団

　

準
優
勝　

神
河
町
消
防
団

　
　
　
　
　

大
山
分
団　

杉
部

【
北
播
磨
地
区
】

・
ポ
ン
プ
車
の
部

　

優　

勝　

西
脇
市
消
防
団

　
　
　
　
　

比
延
部

　

準
優
勝　

加
西
市
消
防
団

　
　
　
　
　

第
九
分
団

　
　
　
　
　

第
一
部
国
正
班

　

三　

位　

多
可
町
消
防
団

　
　
　
　
　

第
九
分
団
中
安
田
部

・
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

多
可
町
消
防
団

　
　
　
　
　

第
一
〇
分
団

八
月
七
日
（
日
）
の
兵
庫
県
消

防
操
法
大
会
出
場
へ
向
け
て
、
東

播
磨
・
中
播
磨
・
北
播
磨
・
西
播

磨
・
淡
路
の
五
地
区
が
、
地
区
消

防
操
法
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
東
播
磨
地
区
の
六
月
一

九
日
（
日
）
を
皮
切
り
に
、
西
播

磨
地
区
が
六
月
二
六
日
（
日
）
、

中
播
磨
地
区
が
七
月
三
日
（
日
）
、

北
播
磨
地
区
と
淡
路
地
区
が
七
月

一
〇
日
（
日
）
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

各
地
区
の
大
会
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
東
播
磨
地
区
】

・
ポ
ン
プ
車
の
部

　

優　

勝　

高
砂
市
消
防
団

　
　
　
　
　

米
田
分
団

・
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

稲
美
町
消
防
団

　
　
　
　
　

天
満
北
分
団

　
　
　
　
　

国
岡
部

　

準
優
勝　

加
古
川
市
消
防
団

　
　
　
　
　

志
方
西
分
団

　

三　

位　

播
磨
町
消
防
団

　
　
　
　
　

野
添
分
団

【
中
播
磨
地
区
】

・
ポ
ン
プ
車
の
部

　

優　

勝　

姫
路
市
網
干
消
防
団

　
　
　
　
　

旭
陽
分
団

　

準
優
勝　

神
河
町
消
防
団

　
　
　
　
　

越
知
谷
分
団

　
　
　
　
　

越
知
部

　

三　

位　

姫
路
市
西
消
防
団　

　
　
　
　
　

白
鳥
分
団

突撃取材

東
播
磨
、
中
播
磨
、
北
播
磨
、
西
播
磨
、

淡
路
の
５
地
区
で
地
区
消
防
操
法
大
会
開
催

地区名

神　戸

阪　神

東播磨

北播磨

中播磨

西播磨

但　馬

丹　波

淡　路

小 型 ポ ン プ の 部

神戸市北消防団Ａ

神戸市北消防団Ｂ

川 西 市 消 防 団

猪 名 川 町 消 防 団

稲 美 町 消 防 団

多 可 町 消 防 団

福 崎 町 消 防 団

た つ の 市 消 防 団

朝 来 市 消 防 団

丹 波 市 消 防 団

洲 本 市 消 防 団

ポ ン プ 車 の 部

－

－

－

－

高 砂 市 消 防 団

西 脇 市 消 防 団

姫路市網干消防団

赤 穂 市 消 防 団

養 父 市 消 防 団

篠 山 市 消 防 団

南あわじ市消防団

平
成
二
八
年
度 

兵
庫
県
ま
と
い
会
理
事
会
等
開
催

平
成
二
八
年
度 

兵
庫
県
ま
と
い
会
理
事
会
等
開
催

井戸知事　兵庫県まとい会に寄せて

真直ぐに　災害現場　飛んでいき

　　　　　　　　　危険省りみない　意気や高し

札
幌
市
、
埼
玉
県
熊
谷
市
、
三
重

県
四
日
市
市
）
に
よ
る
活
動
事
例

発
表
、
海
外
に
お
け
る
女
性
消
防

団
の
活
動
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、

旭
川
市
旭
山
動
物
園　

板
東
園
長

の
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
火
災
予
防
啓
発

劇
（
二
消
防
団
）
、
今
大
会
で
初

の
試
み
と
な
っ
た
「
仮
装
で
ア
ク

シ
ョ
ン
Ｐ
Ｒ
」
（
四
消
防
団
）
で

会
場
全
体
が
和
や
か
な
雰
囲
気
に

な
っ
た
後
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
銅
メ
ダ
リ
ス

兵
庫
県
か
ら
は
、
一
一
消
防
団

で
三
五
名
の
女
性
消
防
団
員
を
含

む
計
五
二
名
が
参
加
。
ま
た
、
岸

谷
兵
庫
県
消
防
協
会
長
は
、
日
本

消
防
協
会
副
会
長
と
し
て
開
会
式

に
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
は
、
大
会
旗
の
入
場
で

始
ま
り
、
開
会
宣
言
、
主
催
者
挨

拶
、
開
催
道
知
事
・
市
長
挨
拶
、

来
賓
祝
辞
と
進
行
し
、
盛
大
に
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
四
消
防
団
（
福
島

県
南
相
馬
市
・
福
島
市
、
北
海
道

女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会
は
、

平
成
六
年
九
月
に
静
岡
県
沼
津
市

で
第
一
回
が
開
催
さ
れ
て
以
降
、

全
国
八
ブ
ロ
ッ
ク
の
持
ち
回
り
で

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

の
第
二
二
回
北
海
道
大
会
は
平
成

二
八
年
六
月
三
日
（
金
）
に
、

「
今
こ
そ
女
性
の
チ
カ
ラ
！
広
が

れ
女
性
消
防
団　

北
の
大
地
か

ら
!!
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
さ
っ

ぽ
ろ
芸
術
文
化
の
館
（
ニ
ト
リ

ホ
ー
ル
）
外
で
行
わ
れ
、
全
国
か

ら
約
三
千
名
が
集
い
ま
し
た
。

突撃取材

ト　

岡
崎
朋
美
さ
ん
に
よ
る
特
別

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
く
閉

会
式
で
は
、
大
会
宣
言
と
次
回
開

催
県
で
あ
る
広
島
県
消
防
協
会
長

へ
大
会
旗
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
、

閉
会
宣
言
に
よ
り
大
会
は
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
ホ
テ
ル
・
ロ

イ
ト
ン
札
幌
に
移
し
て
情
報
交
流

会
が
開
催
さ
れ
、
札
幌
ジ
ュ
ニ
ア

ジ
ャ
ズ
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
演
奏
に
続
い
て
鏡
割
り
で

開
会
し
た
後
、
音
楽
演
奏
や
歌
謡
、

よ
さ
こ
い
演
舞
の
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
る
な
か
、
参
加
者

相
互
に
よ
る
市
町
や
府
県
を
超
え

た
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
参
加
し
、
女
性
消
防
団

員
の
「
情
熱
」
と
「
や
る
気
」
を

感
じ
る
と
と
も
に
、
消
防
団
員
数

の
減
少
や
少
子
高
齢
化
社
会
の
到

来
な
ど
と
い
っ
た
社
会
情
勢
の
変

化
の
中
で
、
女
性
消
防
団
員
の
チ

カ
ラ
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
改
め
て
認
識
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
第
二
三
回
女
性
消
防
団

員
活
性
化
大
会
は
、
平
成
二
九
年

一
一
月
に
広
島
県
広
島
市
（
広
島

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
）
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

【
兵
庫
県
か
ら
の
参
加
団
体
】

神
戸
市
灘
消
防
団
、
神
戸
市
北

消
防
団
有
馬
支
団
、
姫
路
市
飾

磨
消
防
団
、
明
石
市
消
防
団
、

豊
岡
市
出
石
消
防
団
、
小
野
市

消
防
団
、
三
田
市
消
防
団
、
丹

波
市
消
防
団
、
南
あ
わ
じ
市
消

防
団
、
淡
路
市
消
防
団
、
播
磨

町
消
防
団

開会式（日本消防協会秋本会長主催者挨拶）

活動事例発表
（南相馬市・福島市消防団、熊谷市消防団）

火災予防啓発劇
（北海道音更町消防団「消防戦隊けすんじゃー」）

仮装でアクションＰＲ
（鳥取市消防団「鳥取砂丘で熱中症」）

仮装でアクションＰＲ
（善通寺市消防団「女性消防団」）

開会式での岸谷県協会長（前列左から３人目）
講演会の様子 木津前会長退任あいさつ西嶋新会長就任あいさつ

情報交流会「鏡割り」 岡崎朋美さんによる特別講演

第
二
二
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
大
会　

開
催

（
公
財
）兵
庫
県
消
防
協
会
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準
優
勝　

た
つ
の
市
消
防
団

　
　
　
　
　

龍
野
第
一
〇
分
団

【
淡
路
地
区
】

・
ポ
ン
プ
車
の
部

　

優　

勝　

南
あ
わ
じ
市
消
防
団

　

準
優
勝　

　

優　

秀　

・
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

洲
本
市
消
防
団

　

準
優
勝　

　

優　

秀　

こ
の
結
果
に
よ
り
、
こ
の
度
の

兵
庫
県
消
防
操
法
大
会
へ
の
出
場

隊
が
決
定
し
ま
し
た
。

兵
庫
県
消
防
操
法
大
会
へ
の
出

場
隊
に
つ
い
て
は
、
右
記
の
と
お

り
で
す
。

平
成
二
八
年
七
月
一
日
（
金
）

シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
舞
子
ビ
ラ
神

戸
に
お
い
て
平
成
二
八
年
度
兵
庫

県
ま
と
い
会
正
副
会
長
会
・
理
事

会
・
研
修
会
・
意
見
交
換
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
の
主
な
議
題
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
第
一
号
議
案

平
成
二
七
年
度
事
業
報
告
及

び
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

○
第
二
号
議
案

役
員
の
異
動
及
び
改
選
に
つ

い
て

○
第
三
号
議
案

平
成
二
八
年
度
事
業
計
画
及

び
歳
入
歳
出
予
算
に
つ
い
て

研
修
会
で
は
兵
庫
県
立
大
学
の

木
村
玲
欧
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
次
世
代
へ
つ
な
げ
る
防
災
〜
正

し
い
知
識
と
適
切
な
対
応
」
と
題

し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

坂
本
部
・
横
屋
部

　

準
優
勝　

三
木
市
消
防
団

　
　
　
　
　

別
所
第
四
分
団

　
　
　
　
　

石
野
班
別
所
機
動
隊

　

三　

位　

加
東
市
消
防
団

　
　
　
　
　

北
野
分
団

【
西
播
磨
地
区
】

・
ポ
ン
プ
車
の
部

　

優　

勝　

赤
穂
市
消
防
団

　
　
　
　
　

第
一
分
団

　

準
優
勝　

赤
穂
市
消
防
団

　
　
　
　
　

第
三
分
団

　

三　

位　

太
子
町
消
防
団

　
　
　
　
　

鵤
分
団

・
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

た
つ
の
市
消
防
団

　
　
　
　
　

新
宮
第
一
一
分
団

・
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

福
崎
町
消
防
団

　
　
　
　
　

庄
分
団

　

準
優
勝　

神
河
町
消
防
団

　
　
　
　
　

大
山
分
団　

杉
部

【
北
播
磨
地
区
】

・
ポ
ン
プ
車
の
部

　

優　

勝　

西
脇
市
消
防
団

　
　
　
　
　

比
延
部

　

準
優
勝　

加
西
市
消
防
団

　
　
　
　
　

第
九
分
団

　
　
　
　
　

第
一
部
国
正
班

　

三　

位　

多
可
町
消
防
団

　
　
　
　
　

第
九
分
団
中
安
田
部

・
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

多
可
町
消
防
団

　
　
　
　
　

第
一
〇
分
団

八
月
七
日
（
日
）
の
兵
庫
県
消

防
操
法
大
会
出
場
へ
向
け
て
、
東

播
磨
・
中
播
磨
・
北
播
磨
・
西
播

磨
・
淡
路
の
五
地
区
が
、
地
区
消

防
操
法
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
東
播
磨
地
区
の
六
月
一

九
日
（
日
）
を
皮
切
り
に
、
西
播

磨
地
区
が
六
月
二
六
日
（
日
）
、

中
播
磨
地
区
が
七
月
三
日
（
日
）
、

北
播
磨
地
区
と
淡
路
地
区
が
七
月

一
〇
日
（
日
）
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

各
地
区
の
大
会
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
東
播
磨
地
区
】

・
ポ
ン
プ
車
の
部

　

優　

勝　

高
砂
市
消
防
団

　
　
　
　
　

米
田
分
団

・
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

稲
美
町
消
防
団

　
　
　
　
　

天
満
北
分
団

　
　
　
　
　

国
岡
部

　

準
優
勝　

加
古
川
市
消
防
団

　
　
　
　
　

志
方
西
分
団

　

三　

位　

播
磨
町
消
防
団

　
　
　
　
　

野
添
分
団

【
中
播
磨
地
区
】

・
ポ
ン
プ
車
の
部

　

優　

勝　

姫
路
市
網
干
消
防
団

　
　
　
　
　

旭
陽
分
団

　

準
優
勝　

神
河
町
消
防
団

　
　
　
　
　

越
知
谷
分
団

　
　
　
　
　

越
知
部

　

三　

位　

姫
路
市
西
消
防
団　

　
　
　
　
　

白
鳥
分
団

突撃取材

東
播
磨
、
中
播
磨
、
北
播
磨
、
西
播
磨
、

淡
路
の
５
地
区
で
地
区
消
防
操
法
大
会
開
催

地区名

神　戸

阪　神

東播磨

北播磨

中播磨

西播磨

但　馬

丹　波

淡　路

小 型 ポ ン プ の 部

神戸市北消防団Ａ

神戸市北消防団Ｂ

川 西 市 消 防 団

猪 名 川 町 消 防 団

稲 美 町 消 防 団

多 可 町 消 防 団

福 崎 町 消 防 団

た つ の 市 消 防 団

朝 来 市 消 防 団

丹 波 市 消 防 団

洲 本 市 消 防 団

ポ ン プ 車 の 部

－

－

－

－

高 砂 市 消 防 団

西 脇 市 消 防 団

姫路市網干消防団

赤 穂 市 消 防 団

養 父 市 消 防 団

篠 山 市 消 防 団

南あわじ市消防団

平
成
二
八
年
度 

兵
庫
県
ま
と
い
会
理
事
会
等
開
催

平
成
二
八
年
度 

兵
庫
県
ま
と
い
会
理
事
会
等
開
催

井戸知事　兵庫県まとい会に寄せて

真直ぐに　災害現場　飛んでいき

　　　　　　　　　危険省りみない　意気や高し

札
幌
市
、
埼
玉
県
熊
谷
市
、
三
重

県
四
日
市
市
）
に
よ
る
活
動
事
例

発
表
、
海
外
に
お
け
る
女
性
消
防

団
の
活
動
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、

旭
川
市
旭
山
動
物
園　

板
東
園
長

の
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
火
災
予
防
啓
発

劇
（
二
消
防
団
）
、
今
大
会
で
初

の
試
み
と
な
っ
た
「
仮
装
で
ア
ク

シ
ョ
ン
Ｐ
Ｒ
」
（
四
消
防
団
）
で

会
場
全
体
が
和
や
か
な
雰
囲
気
に

な
っ
た
後
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
銅
メ
ダ
リ
ス

兵
庫
県
か
ら
は
、
一
一
消
防
団

で
三
五
名
の
女
性
消
防
団
員
を
含

む
計
五
二
名
が
参
加
。
ま
た
、
岸

谷
兵
庫
県
消
防
協
会
長
は
、
日
本

消
防
協
会
副
会
長
と
し
て
開
会
式

に
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
は
、
大
会
旗
の
入
場
で

始
ま
り
、
開
会
宣
言
、
主
催
者
挨

拶
、
開
催
道
知
事
・
市
長
挨
拶
、

来
賓
祝
辞
と
進
行
し
、
盛
大
に
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
四
消
防
団
（
福
島

県
南
相
馬
市
・
福
島
市
、
北
海
道

女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会
は
、

平
成
六
年
九
月
に
静
岡
県
沼
津
市

で
第
一
回
が
開
催
さ
れ
て
以
降
、

全
国
八
ブ
ロ
ッ
ク
の
持
ち
回
り
で

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

の
第
二
二
回
北
海
道
大
会
は
平
成

二
八
年
六
月
三
日
（
金
）
に
、

「
今
こ
そ
女
性
の
チ
カ
ラ
！
広
が

れ
女
性
消
防
団　

北
の
大
地
か

ら
!!
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
さ
っ

ぽ
ろ
芸
術
文
化
の
館
（
ニ
ト
リ

ホ
ー
ル
）
外
で
行
わ
れ
、
全
国
か

ら
約
三
千
名
が
集
い
ま
し
た
。

突撃取材

ト　

岡
崎
朋
美
さ
ん
に
よ
る
特
別

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
く
閉

会
式
で
は
、
大
会
宣
言
と
次
回
開

催
県
で
あ
る
広
島
県
消
防
協
会
長

へ
大
会
旗
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
、

閉
会
宣
言
に
よ
り
大
会
は
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
ホ
テ
ル
・
ロ

イ
ト
ン
札
幌
に
移
し
て
情
報
交
流

会
が
開
催
さ
れ
、
札
幌
ジ
ュ
ニ
ア

ジ
ャ
ズ
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
演
奏
に
続
い
て
鏡
割
り
で

開
会
し
た
後
、
音
楽
演
奏
や
歌
謡
、

よ
さ
こ
い
演
舞
の
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
る
な
か
、
参
加
者

相
互
に
よ
る
市
町
や
府
県
を
超
え

た
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
参
加
し
、
女
性
消
防
団

員
の
「
情
熱
」
と
「
や
る
気
」
を

感
じ
る
と
と
も
に
、
消
防
団
員
数

の
減
少
や
少
子
高
齢
化
社
会
の
到

来
な
ど
と
い
っ
た
社
会
情
勢
の
変

化
の
中
で
、
女
性
消
防
団
員
の
チ

カ
ラ
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
改
め
て
認
識
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
第
二
三
回
女
性
消
防
団

員
活
性
化
大
会
は
、
平
成
二
九
年

一
一
月
に
広
島
県
広
島
市
（
広
島

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
）
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

【
兵
庫
県
か
ら
の
参
加
団
体
】

神
戸
市
灘
消
防
団
、
神
戸
市
北

消
防
団
有
馬
支
団
、
姫
路
市
飾

磨
消
防
団
、
明
石
市
消
防
団
、

豊
岡
市
出
石
消
防
団
、
小
野
市

消
防
団
、
三
田
市
消
防
団
、
丹

波
市
消
防
団
、
南
あ
わ
じ
市
消

防
団
、
淡
路
市
消
防
団
、
播
磨

町
消
防
団

開会式（日本消防協会秋本会長主催者挨拶）

活動事例発表
（南相馬市・福島市消防団、熊谷市消防団）

火災予防啓発劇
（北海道音更町消防団「消防戦隊けすんじゃー」）

仮装でアクションＰＲ
（鳥取市消防団「鳥取砂丘で熱中症」）

仮装でアクションＰＲ
（善通寺市消防団「女性消防団」）

開会式での岸谷県協会長（前列左から３人目）
講演会の様子 木津前会長退任あいさつ西嶋新会長就任あいさつ

情報交流会「鏡割り」 岡崎朋美さんによる特別講演

第
二
二
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
大
会　

開
催

（
公
財
）兵
庫
県
消
防
協
会
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な
顔
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
街
で
西
浦
団
長
は
、
平
成

二
年
に
住
吉
第
二
分
団
に
入
団
以

降
、
持
ち
前
の
率
先
垂
範
に
よ
る

行
動
力
と
指
導
力
に
よ
り
数
々
の

役
員
を
歴
任
し
、
平
成
二
八
年
四

月
に
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

若
き
日
の
団
長
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
あ
っ
た
一
月
一
七
日

に
は
団
員
と
共
に
分
団
詰
所
に
と

ど
ま
り
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
一
人

で
も
多
く
の
人
を
助
け
た
い
と
い

う
気
持
ち
で
必
死
に
救
出
活
動
を

行
い
、
翌
日
も
ガ
ス
漏
れ
で
危
険

が
あ
る
と
聞
く
や
、
自
主
的
に
周

辺
住
民
に
避
難
を
呼
び
か
け
安
全

な
場
所
ま
で
誘
導
す
る
た
め
、
団

員
を
引
き
連
れ
て
国
道
を
横
断
す

る
人
た
ち
の
交
通
整
理
を
行
う
な

ど
献
身
的
に
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ィ
を
中
心
と
し
て
、
防
災
訓
練

や
救
急
講
習
会
が
積
極
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

兵
庫
消
防
団
は
、
い
ち
早
く
神

戸
市
の
民
間
救
急
講
習
団
体
と
し

て
登
録
し
、
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
学
生
、
会
社
団
体
を
対
象

に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生

法
や
ケ
ガ
の
手
当
て
の
講
習
会
の

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
火
災
に

備
え
て
は
、
公
園
等
に
設
置
さ
れ

た
耐
震
性
防
火
水
槽
に
配
備
さ
れ

た
小
型
動
力
ポ
ン
プ
と
資
器
材
を

地
域
の
人
に
も
運
用
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
定
期
的
に

点
検
や
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
普
段
の
災
害
現
場
活
動
で

は
、
警
戒
線
の
設
定
や
飛
び
火
警

戒
、
水
損
防
止
活
動
等
、
消
防
職

員
の
活
動
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
主

に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
で
六
年
目
に
な

平
成
二
八
年
五
月
二
九
日

（
日
）
、
南
あ
わ
じ
市
市
役
所
三

階
会
議
室
に
て
、
太
陽
光
発
電
パ

ネ
ル
火
災
の
原
因
と
火
災
時
の
対

応
に
つ
い
て
の
研
修
で
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
メ
ー
カ
ー
と
施
工
業
者
講

師
の
も
と
教
養
訓
練
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
に
は

南
あ
わ
じ
市
消
防
団
選
任
分
団
長

（
地
区
団
長
）
以
上
二
八
名
が
対

象
で
、
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合

消
防
署
員
一
一
名
を
交
え
て
実
施

し
ま
し
た
。

近
年
、
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を

備
え
た
建
物
が
増
加
し
て
お
り
、

万
一
そ
の
建
物
で
火
災
発
生
し
た

場
合
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
発
電
し

続
け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
消
防
団
員
へ
安
全
且
つ
適
正

に
消
火
活
動
方
法
を
知
っ
て
も
ら

う
上
で
初
め
て
こ
の
研
修
を
開
き

ま
し
た
。
南
あ
わ
じ
市
内
で
も
こ

の
数
年
で
、
家
の
屋
根
、
ス
レ
ー

ト
造
り
の
ソ
ー
コ
の
屋
根
、
平
地

に
パ
ネ
ル
を
並
べ
周
囲
に
フ
ェ
ン

ス
を
設
置
し
た
太
陽
光
発
電
施
設

な
ど
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
火
災
は
先

ほ
ど
も
触
れ
ま
し
た
が
、
太
陽
光

が
パ
ネ
ル
に
入
れ
ば
発
電
し
ま
す
。

そ
の
建
物
で
夜
間
に
火
災
が
発
生

し
た
場
合
、
消
火
活
動
は
通
常
ど

お
り
で
良
い
と
考
え
ま
す
が
、
夜

明
け
と
と
も
に
発
電
し
、
付
近
の

物
に
不
用
意
に
触
れ
る
と
感
電
す

る
恐
れ
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

普
段
気
に
し
な
い
事
で
も
改
め

て
説
明
を
受
け
る
と
そ
の
と
お
り

と
団
幹
部
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
対
応
と
し
て
は
、
火
災
現

場
に
入
る
と
、
接
続
箱
を
あ
け
て

ブ
レ
ー
カ
を
落
と
す
と
い
う
対
応

に
な
り
ま
す
。
接
続
箱
か
ら
上
流

は
電
気
が
流
れ
て
い
ま
す
が
下
流

に
は
電
気
が
流
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

接
続
箱
を
開
け
て
電
気
を
遮
断

す
る
場
合
は
耐
電
用
ゴ
ム
手
袋
を

使
用
し
、
安
全
確
保
し
た
上
で
、

ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
用
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

火
災
時
、
火
は
目
に
写
り
ま
す

が
、
電
気
は
見
え
な
い
た
め
大
変

危
険
で
怖
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
時
代
の
変
化
と

共
に
よ
り
高
度
な
消
火
知
識
と
技

術
が
求
め
ら
れ
、
消
防
団
員
の
安

全
確
保
の
上
、
消
防
団
活
動
を
行

い
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
の
た
め
、
南
あ
わ

じ
市
消
防
団
は
防
火
・
防
災
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
消
防
団
か
ら

だ
ん
じ
り
ま
で
」

東
灘
区
は
、
神
戸
市
の
東
端
に

位
置
し
て
お
り
、
六
甲
山
や
瀬
戸

内
海
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
囲
ま

れ
、
酒
蔵
と
し
て
の
顔
、
だ
ん
じ

り
を
は
じ
め
と
し
た
伝
統
文
化
の

生
き
た
街
と
し
て
の
顔
な
ど
様
々

P
i
c
k
 
U
p
!

『
幹
部
教
養
訓
練
研
修
』

南
あ
わ
じ
市
消
防
団

我
々
神
戸
市
兵
庫
消
防
団
の
管

轄
と
す
る
神
戸
市
兵
庫
区
は
、
神

戸
市
の
市
街
地
中
央
に
位
置
す
る

約
一
〇
万
人
の
下
町
で
す
。
北
部

は
六
甲
山
系
へ
と
つ
な
が
る
林
野

や
住
宅
地
が
広
が
り
、
南
部
は
海

に
面
し
、
兵
庫
運
河
の
ま
わ
り
に

は
電
機
や
車
両
な
ど
の
工
場
、
神

戸
市
の
台
所
で
あ
る
中
央
卸
売
市

場
が
並
び
ま
す
。
中
部
に
は
古
く

か
ら
繁
華
街
と
し
て
栄
え
て
き
た

新
開
地
、
湊
川
市
場
を
始
め
と
す

る
商
店
街
、
湊
川
公
園
や
会
下
山

公
園
を
擁
す
る
住
宅
地
と
な
っ
て

お
り
、
地
域
の
人
同
士
の
つ
な
が

り
も
深
く
、
下
町
情
緒
あ
ふ
れ
る

地
域
で
す
。

兵
庫
区
は
、
過
去
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
は
多
大
な
被
害
を
受

け
た
地
域
で
も
あ
り
、
地
域
の
防

災
意
識
は
高
く
、
区
内
で
結
成
さ

れ
た
一
七
の
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

わ
が
町
の

団
長
さ
ん

神
戸
市
東
灘
消
防
団　
　

西
浦　
　

豊

幹部教養訓練研修の様子

『
心
機
一
転
』

神
戸
市
兵
庫
消
防
団

訓練の様子

本
人
は
「
も
う
少
し
助
け
ら
れ
た

か
も
し
れ
な
い
」
と
今
で
も
思
わ

れ
て
い
ま
す
。

熊
本
地
震
の
際
に
は
財
団
法
人

住
吉
学
園
の
役
員
を
務
め
ら
れ
て

い
る
関
係
で
、
義
援
金
を
熊
本
県

副
知
事
へ
直
接
届
け
、
被
災
地
を

視
察
し
、
阿
蘇
神
社
の
倒
壊
し
て

い
る
様
子
に
心
痛
め
、
そ
の
被
災

状
況
な
ど
を
熱
く
詳
し
く
東
灘
消

防
団
員
へ
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。日

頃
の
団
長
は
、
釣
り
と
ク

レ
ー
射
撃
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
東

灘
区
の
だ
ん
じ
り
祭
り
で
は
呉
田

地
区
の
地
車
に
乗
っ
て
地
域
住
民

と
一
体
と
な
っ
て
地
域
を
力
強
く

練
り
歩
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
消
防
団
員
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
地
域
住
民
か
ら
も
東

灘
区
の
顔
と
し
て
、
今
後
も
活
躍

を
期
待
さ
れ
て
い
る
団
長
さ
ん
で

す
。

る
の
で
す
が
、
区
内
の
保
育
園
児

を
対
象
に
「
兵
庫
区
保
育
所
防
災

フ
ェ
ア
」
を
開
き
、
園
児
を
対
象

に
衣
服
に
着
火
し
た
際
の
対
処
法

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
式
の
ス
ト
ッ

プ
・
ド
ロ
ッ
プ
ア
ン
ド
ロ
ー
ル
を

実
演
指
導
し
、
幼
い
命
を
守
る
取

り
組
み
も
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
兵
庫
消
防
団
で
す
が
、
昨
年

度
、
新
し
い
装
備
品
が
貸
与
さ
れ

ま
し
た
。
二
〇
年
ぶ
り
と
な
る
新

し
い
防
火
衣
と
、
新
た
な
デ
ジ
タ

ル
無
線
機
で
す
。
年
頭
の
消
防
出

初
式
で
は
、
上
下
セ
パ
レ
ー
ト
式

に
な
っ
た
新
し
い
防
火
衣
で
岸
壁

放
水
に
参
加
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ

ル
無
線
機
は
、
団
員
全
体
が
円
滑

に
交
信
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で

少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
今

後
積
極
的
に
訓
練
に
取
り
入
れ
、

活
用
し
て
参
り
ま
す
。

装
備
も
新
た
に
、
「
心
機
一

転
」
、
地
域
防
災
の
要
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

出初式

姫
路
市
と
し
て
初
の
女
性
消
防

団
員
と
し
て
平
成
二
五
年
三
月
に

発
足
し
ま
し
た
。

姫
路
市
全
体
で
現
在
は
一
五
名

が
活
動
し
て
お
り
姫
路
東
消
防
団

五
名
、
姫
路
西
消
防
団
五
名
、
飾

磨
消
防
団
五
名
そ
れ
ぞ
れ
所
属
は

違
い
ま
す
が
、
今
回
は
姫
路
東
消

防
団
員
、
芦
原
、
中
根
、
池
田
、

兼
田
、
吉
井
の
五
名
の
活
動
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

入
団
前
は
、
消
防
団
の
活
動
は

何
も
解
ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、

男
性
消
防
団
員
、
署
員
の
指
導
に

よ
り
五
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

初
仕
事
は
、
災
害
現
場
で
は
な

く
、
消
防
行
事
（
出
初
式
、
消
防

操
法
）
の
司
会
進
行
及
び
表
彰
式

の
介
添
え
等
を
行
い
ま
し
た
。
災

害
現
場
で
も
女
性
に
出
来
る
こ
と

が
あ
る
の
だ
と
い
う
思
い
で
、
昨

年
の
六
月
に
行
わ
れ
た
水
防
訓
練

で
は
ゴ
ミ
袋
と
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
活

用
し
、
都
市
型
浸
水
防
止
工
法
を

行
い
ま
し
た
。
集
中
豪
雨
等
の
発

生
時
に
身
近
な
も
の
を
使
い
、
簡

単
に
水
の
浸
水
を
防
ぐ
工
法
を
地

域
の
方
々
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
八
年
消
防
出
初

式
で
は
梯
子
の
演
技
者
と
し
て
は

し
ご
乗
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
次

の
世
代
の
女
性
達
が
、
私
も
消
防

団
に
入
り
た
い
と
思
っ
て
頂
け
る

よ
う
に
活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
消
防
活
動
や
地
域
の

防
災
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

女
性
と
し
て
地
域
の
防
火
・
防
災

に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
女
性
の
力
で
地
域
を
守
る
』

姫
路
東
消
防
団

がんばってます、女性消防団員

は
じ
め
ま
し
て
、
今
年
度
か
ら

消
防
団
に
入
団
し
ま
し
た
前
原
で

す
。
私
が
入
団
し
た
き
っ
か
け
は
、

職
場
の
上
司
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と

で
す
。
勧
め
ら
れ
た
当
初
は
、
上

司
の
言
う
こ
と
だ
し
断
れ
な
い
、

休
み
が
無
く
な
る
の
は
嫌
だ
な
と

い
う
思
い
で
し
た
。
し
ぶ
し
ぶ
入

団
し
た
も
の
の
、
操
法
大
会
が

き
っ
か
け
で
消
防
団
が
私
に
と
っ

て
と
て
も
魅
力
的
な
も
の
に
な
り

ま
し
た
。
初
め
て
操
法
大
会
を
経

験
し
、
ま
ず
思
っ
た
こ
と
は
、
素

直
に
「
か
っ
こ
い
い
」
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
先
輩
方
の
か
っ
こ
い

い
姿
を
見
て
、
次
の
大
会
に
絶
対

出
場
し
た
い
と
い
う
思
い
に
な
り
、

出
る
か
ら
に
は
上
位
を
目
指
し
た

い
と
い
う
思
い
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
訓
練
の
日
が
待
ち
遠
し

い
く
ら
い
で
す
。

地
域
の
人
に
と
っ
て
、
火
災
等

が
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
一
番
で
あ

り
、
そ
れ
は
私
た
ち
消
防
団
員
に

と
っ
て
も
同
じ
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
い
ざ
火
災
が
起
こ
っ
た
時
に

水
が
出
せ
な
い
と
な
っ
て
は
消
防

団
と
し
て
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る

の
で
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
火
災
等
に
備
え
、
日
々
訓
練
を

し
、
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
訓
練
以
外
に
も
お

祭
り
の
警
備
等
で
、
地
域
の
人
た

ち
に
何
か
少
し
で
も
返
し
て
い
け

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

～消防団に入団して～
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な
顔
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
街
で
西
浦
団
長
は
、
平
成

二
年
に
住
吉
第
二
分
団
に
入
団
以

降
、
持
ち
前
の
率
先
垂
範
に
よ
る

行
動
力
と
指
導
力
に
よ
り
数
々
の

役
員
を
歴
任
し
、
平
成
二
八
年
四

月
に
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

若
き
日
の
団
長
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
あ
っ
た
一
月
一
七
日

に
は
団
員
と
共
に
分
団
詰
所
に
と

ど
ま
り
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
一
人

で
も
多
く
の
人
を
助
け
た
い
と
い

う
気
持
ち
で
必
死
に
救
出
活
動
を

行
い
、
翌
日
も
ガ
ス
漏
れ
で
危
険

が
あ
る
と
聞
く
や
、
自
主
的
に
周

辺
住
民
に
避
難
を
呼
び
か
け
安
全

な
場
所
ま
で
誘
導
す
る
た
め
、
団

員
を
引
き
連
れ
て
国
道
を
横
断
す

る
人
た
ち
の
交
通
整
理
を
行
う
な

ど
献
身
的
に
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ィ
を
中
心
と
し
て
、
防
災
訓
練

や
救
急
講
習
会
が
積
極
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

兵
庫
消
防
団
は
、
い
ち
早
く
神

戸
市
の
民
間
救
急
講
習
団
体
と
し

て
登
録
し
、
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
学
生
、
会
社
団
体
を
対
象

に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生

法
や
ケ
ガ
の
手
当
て
の
講
習
会
の

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
火
災
に

備
え
て
は
、
公
園
等
に
設
置
さ
れ

た
耐
震
性
防
火
水
槽
に
配
備
さ
れ

た
小
型
動
力
ポ
ン
プ
と
資
器
材
を

地
域
の
人
に
も
運
用
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
定
期
的
に

点
検
や
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
普
段
の
災
害
現
場
活
動
で

は
、
警
戒
線
の
設
定
や
飛
び
火
警

戒
、
水
損
防
止
活
動
等
、
消
防
職

員
の
活
動
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
主

に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
で
六
年
目
に
な

平
成
二
八
年
五
月
二
九
日

（
日
）
、
南
あ
わ
じ
市
市
役
所
三

階
会
議
室
に
て
、
太
陽
光
発
電
パ

ネ
ル
火
災
の
原
因
と
火
災
時
の
対

応
に
つ
い
て
の
研
修
で
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
メ
ー
カ
ー
と
施
工
業
者
講

師
の
も
と
教
養
訓
練
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
に
は

南
あ
わ
じ
市
消
防
団
選
任
分
団
長

（
地
区
団
長
）
以
上
二
八
名
が
対

象
で
、
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合

消
防
署
員
一
一
名
を
交
え
て
実
施

し
ま
し
た
。

近
年
、
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を

備
え
た
建
物
が
増
加
し
て
お
り
、

万
一
そ
の
建
物
で
火
災
発
生
し
た

場
合
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
発
電
し

続
け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
消
防
団
員
へ
安
全
且
つ
適
正

に
消
火
活
動
方
法
を
知
っ
て
も
ら

う
上
で
初
め
て
こ
の
研
修
を
開
き

ま
し
た
。
南
あ
わ
じ
市
内
で
も
こ

の
数
年
で
、
家
の
屋
根
、
ス
レ
ー

ト
造
り
の
ソ
ー
コ
の
屋
根
、
平
地

に
パ
ネ
ル
を
並
べ
周
囲
に
フ
ェ
ン

ス
を
設
置
し
た
太
陽
光
発
電
施
設

な
ど
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
火
災
は
先

ほ
ど
も
触
れ
ま
し
た
が
、
太
陽
光

が
パ
ネ
ル
に
入
れ
ば
発
電
し
ま
す
。

そ
の
建
物
で
夜
間
に
火
災
が
発
生

し
た
場
合
、
消
火
活
動
は
通
常
ど

お
り
で
良
い
と
考
え
ま
す
が
、
夜

明
け
と
と
も
に
発
電
し
、
付
近
の

物
に
不
用
意
に
触
れ
る
と
感
電
す

る
恐
れ
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

普
段
気
に
し
な
い
事
で
も
改
め

て
説
明
を
受
け
る
と
そ
の
と
お
り

と
団
幹
部
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
対
応
と
し
て
は
、
火
災
現

場
に
入
る
と
、
接
続
箱
を
あ
け
て

ブ
レ
ー
カ
を
落
と
す
と
い
う
対
応

に
な
り
ま
す
。
接
続
箱
か
ら
上
流

は
電
気
が
流
れ
て
い
ま
す
が
下
流

に
は
電
気
が
流
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

接
続
箱
を
開
け
て
電
気
を
遮
断

す
る
場
合
は
耐
電
用
ゴ
ム
手
袋
を

使
用
し
、
安
全
確
保
し
た
上
で
、

ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
用
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

火
災
時
、
火
は
目
に
写
り
ま
す

が
、
電
気
は
見
え
な
い
た
め
大
変

危
険
で
怖
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
時
代
の
変
化
と

共
に
よ
り
高
度
な
消
火
知
識
と
技

術
が
求
め
ら
れ
、
消
防
団
員
の
安

全
確
保
の
上
、
消
防
団
活
動
を
行

い
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
の
た
め
、
南
あ
わ

じ
市
消
防
団
は
防
火
・
防
災
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
消
防
団
か
ら

だ
ん
じ
り
ま
で
」

東
灘
区
は
、
神
戸
市
の
東
端
に

位
置
し
て
お
り
、
六
甲
山
や
瀬
戸

内
海
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
囲
ま

れ
、
酒
蔵
と
し
て
の
顔
、
だ
ん
じ

り
を
は
じ
め
と
し
た
伝
統
文
化
の

生
き
た
街
と
し
て
の
顔
な
ど
様
々

P
i
c
k
 
U
p
!

『
幹
部
教
養
訓
練
研
修
』

南
あ
わ
じ
市
消
防
団

我
々
神
戸
市
兵
庫
消
防
団
の
管

轄
と
す
る
神
戸
市
兵
庫
区
は
、
神

戸
市
の
市
街
地
中
央
に
位
置
す
る

約
一
〇
万
人
の
下
町
で
す
。
北
部

は
六
甲
山
系
へ
と
つ
な
が
る
林
野

や
住
宅
地
が
広
が
り
、
南
部
は
海

に
面
し
、
兵
庫
運
河
の
ま
わ
り
に

は
電
機
や
車
両
な
ど
の
工
場
、
神

戸
市
の
台
所
で
あ
る
中
央
卸
売
市

場
が
並
び
ま
す
。
中
部
に
は
古
く

か
ら
繁
華
街
と
し
て
栄
え
て
き
た

新
開
地
、
湊
川
市
場
を
始
め
と
す

る
商
店
街
、
湊
川
公
園
や
会
下
山

公
園
を
擁
す
る
住
宅
地
と
な
っ
て

お
り
、
地
域
の
人
同
士
の
つ
な
が

り
も
深
く
、
下
町
情
緒
あ
ふ
れ
る

地
域
で
す
。

兵
庫
区
は
、
過
去
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
は
多
大
な
被
害
を
受

け
た
地
域
で
も
あ
り
、
地
域
の
防

災
意
識
は
高
く
、
区
内
で
結
成
さ

れ
た
一
七
の
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

わ
が
町
の

団
長
さ
ん

神
戸
市
東
灘
消
防
団　
　

西
浦　
　

豊

幹部教養訓練研修の様子

『
心
機
一
転
』

神
戸
市
兵
庫
消
防
団

訓練の様子

本
人
は
「
も
う
少
し
助
け
ら
れ
た

か
も
し
れ
な
い
」
と
今
で
も
思
わ

れ
て
い
ま
す
。

熊
本
地
震
の
際
に
は
財
団
法
人

住
吉
学
園
の
役
員
を
務
め
ら
れ
て

い
る
関
係
で
、
義
援
金
を
熊
本
県

副
知
事
へ
直
接
届
け
、
被
災
地
を

視
察
し
、
阿
蘇
神
社
の
倒
壊
し
て

い
る
様
子
に
心
痛
め
、
そ
の
被
災

状
況
な
ど
を
熱
く
詳
し
く
東
灘
消

防
団
員
へ
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。日

頃
の
団
長
は
、
釣
り
と
ク

レ
ー
射
撃
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
東

灘
区
の
だ
ん
じ
り
祭
り
で
は
呉
田

地
区
の
地
車
に
乗
っ
て
地
域
住
民

と
一
体
と
な
っ
て
地
域
を
力
強
く

練
り
歩
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
消
防
団
員
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
地
域
住
民
か
ら
も
東

灘
区
の
顔
と
し
て
、
今
後
も
活
躍

を
期
待
さ
れ
て
い
る
団
長
さ
ん
で

す
。

る
の
で
す
が
、
区
内
の
保
育
園
児

を
対
象
に
「
兵
庫
区
保
育
所
防
災

フ
ェ
ア
」
を
開
き
、
園
児
を
対
象

に
衣
服
に
着
火
し
た
際
の
対
処
法

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
式
の
ス
ト
ッ

プ
・
ド
ロ
ッ
プ
ア
ン
ド
ロ
ー
ル
を

実
演
指
導
し
、
幼
い
命
を
守
る
取

り
組
み
も
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
兵
庫
消
防
団
で
す
が
、
昨
年

度
、
新
し
い
装
備
品
が
貸
与
さ
れ

ま
し
た
。
二
〇
年
ぶ
り
と
な
る
新

し
い
防
火
衣
と
、
新
た
な
デ
ジ
タ

ル
無
線
機
で
す
。
年
頭
の
消
防
出

初
式
で
は
、
上
下
セ
パ
レ
ー
ト
式

に
な
っ
た
新
し
い
防
火
衣
で
岸
壁

放
水
に
参
加
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ

ル
無
線
機
は
、
団
員
全
体
が
円
滑

に
交
信
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で

少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
今

後
積
極
的
に
訓
練
に
取
り
入
れ
、

活
用
し
て
参
り
ま
す
。

装
備
も
新
た
に
、
「
心
機
一

転
」
、
地
域
防
災
の
要
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

出初式

姫
路
市
と
し
て
初
の
女
性
消
防

団
員
と
し
て
平
成
二
五
年
三
月
に

発
足
し
ま
し
た
。

姫
路
市
全
体
で
現
在
は
一
五
名

が
活
動
し
て
お
り
姫
路
東
消
防
団

五
名
、
姫
路
西
消
防
団
五
名
、
飾

磨
消
防
団
五
名
そ
れ
ぞ
れ
所
属
は

違
い
ま
す
が
、
今
回
は
姫
路
東
消

防
団
員
、
芦
原
、
中
根
、
池
田
、

兼
田
、
吉
井
の
五
名
の
活
動
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

入
団
前
は
、
消
防
団
の
活
動
は

何
も
解
ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、

男
性
消
防
団
員
、
署
員
の
指
導
に

よ
り
五
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

初
仕
事
は
、
災
害
現
場
で
は
な

く
、
消
防
行
事
（
出
初
式
、
消
防

操
法
）
の
司
会
進
行
及
び
表
彰
式

の
介
添
え
等
を
行
い
ま
し
た
。
災

害
現
場
で
も
女
性
に
出
来
る
こ
と

が
あ
る
の
だ
と
い
う
思
い
で
、
昨

年
の
六
月
に
行
わ
れ
た
水
防
訓
練

で
は
ゴ
ミ
袋
と
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
活

用
し
、
都
市
型
浸
水
防
止
工
法
を

行
い
ま
し
た
。
集
中
豪
雨
等
の
発

生
時
に
身
近
な
も
の
を
使
い
、
簡

単
に
水
の
浸
水
を
防
ぐ
工
法
を
地

域
の
方
々
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
八
年
消
防
出
初

式
で
は
梯
子
の
演
技
者
と
し
て
は

し
ご
乗
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
次

の
世
代
の
女
性
達
が
、
私
も
消
防

団
に
入
り
た
い
と
思
っ
て
頂
け
る

よ
う
に
活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
消
防
活
動
や
地
域
の

防
災
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

女
性
と
し
て
地
域
の
防
火
・
防
災

に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
女
性
の
力
で
地
域
を
守
る
』

姫
路
東
消
防
団

がんばってます、女性消防団員

は
じ
め
ま
し
て
、
今
年
度
か
ら

消
防
団
に
入
団
し
ま
し
た
前
原
で

す
。
私
が
入
団
し
た
き
っ
か
け
は
、

職
場
の
上
司
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と

で
す
。
勧
め
ら
れ
た
当
初
は
、
上

司
の
言
う
こ
と
だ
し
断
れ
な
い
、

休
み
が
無
く
な
る
の
は
嫌
だ
な
と

い
う
思
い
で
し
た
。
し
ぶ
し
ぶ
入

団
し
た
も
の
の
、
操
法
大
会
が

き
っ
か
け
で
消
防
団
が
私
に
と
っ

て
と
て
も
魅
力
的
な
も
の
に
な
り

ま
し
た
。
初
め
て
操
法
大
会
を
経

験
し
、
ま
ず
思
っ
た
こ
と
は
、
素

直
に
「
か
っ
こ
い
い
」
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
先
輩
方
の
か
っ
こ
い

い
姿
を
見
て
、
次
の
大
会
に
絶
対

出
場
し
た
い
と
い
う
思
い
に
な
り
、

出
る
か
ら
に
は
上
位
を
目
指
し
た

い
と
い
う
思
い
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
訓
練
の
日
が
待
ち
遠
し

い
く
ら
い
で
す
。

地
域
の
人
に
と
っ
て
、
火
災
等

が
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
一
番
で
あ

り
、
そ
れ
は
私
た
ち
消
防
団
員
に

と
っ
て
も
同
じ
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
い
ざ
火
災
が
起
こ
っ
た
時
に

水
が
出
せ
な
い
と
な
っ
て
は
消
防

団
と
し
て
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る

の
で
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
火
災
等
に
備
え
、
日
々
訓
練
を

し
、
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
訓
練
以
外
に
も
お

祭
り
の
警
備
等
で
、
地
域
の
人
た

ち
に
何
か
少
し
で
も
返
し
て
い
け

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

～消防団に入団して～
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地
域

お
知
ら
せ

の

三
木
市
は
中
国
自
動
車
道
・
山

陽
自
動
車
道
が
通
過
し
て
い
る
ほ

か
、
舞
鶴
自
動
車
道
・
神
戸
鳴
門

自
動
車
道
へ
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

も
あ
り
、
全
国
的
に
も
交
通
の
要

衝
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
ゴ

ル
フ
場
は
西
日
本
一
の
数
を
誇
っ

て
い
ま
す
。

県
立
三
木
総
合
防
災
公
園
は
陸

上
競
技
場
・
サ
ッ
カ
ー
場
・
野
球

場
・
テ
ニ
ス
場
（
ビ
ー
ン
ズ
ド
ー

ム
：
屋
内
テ
ニ
ス
場
で
は
日
本
最

大
級
）
等
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ

り
、
体
を
動
か
し
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
方
で
、
大
規
模
災

害
時
に
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
、

被
災
地
へ
の
応
援
・
救
援
物
資
の

防
災
拠
点
施
設
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン

タ
ー
（
消
防
学
校
）
が
公
園
に
隣

接
し
て
お
り
、
県
下
の
消
防
職
・

団
員
が
教
養
と
技
術
習
得
を
重
ね

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
全
国
屈
指
の
交

通
の
要
衝
に
位
置
す
る
三
木
市
は
、

防
災
拠
点
の
町
と
し
て
の
顔
を

持
っ
て
お
り
、
自
主
防
災
組
織
結

成
率
は
一
〇
〇
％
、
一
三
二
六
名

の
消
防
団
員
が
三
木
市
の
防
災
の

一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
最
大
級
の
実
大
三

次
元
震
動
破
壊
実
験
施
設
（
Ｅ
‐

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
）
も
公
園
に
隣
接

し
て
お
り
、
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
超

高
層
ビ
ル
や
架
橋
・
危
険
物
施
設

な
ど
の
耐
震
性
を
検
証
し
、
地
震

に
強
い
構
造
物
の
研
究
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

他
に
も
、
三
木
山
森
林
公
園
や

三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
（
公

式
馬
術
競
技
場
）
な
ど
自
然
と
触

三
木
の
地
名
の
由
来
は
、
神
功

皇
后
が
市
内
の
君
が
峰
で
休
ま
れ

た
時
、
土
地
の
者
が
壷
に
入
れ
た

酒
を
献
上
し
た
こ
と
か
ら
、
御
酒
、

美
壷
と
呼
ん
だ
の
が
始
ま
り
で
、

御
酒
↓
三
木
、
美
壷
↓
美
嚢
に
転

じ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
木
の
金
物
の
歴
史
は
古
く
、

戦
国
時
代
に
は
、
東
播
八
郡
二
四

万
石
を
領
し
た
別
所
長
治
公
の
居

城
（
三
木
城
跡
及
び
付
城
跡
・
土

塁
が
国
指
定
の
文
化
財
）
が
あ
り

ま
し
た
が
、
三
木
合
戦
に
よ
っ
て

町
は
荒
廃
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

豊
臣
秀
吉
の
復
興
策
に
よ
っ
て
商

工
業
が
活
発
化
し
、
今
日
の
金
物

産
業
の
発
展
の
基
礎
と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
代
で
は
、
工
匠
具
・
手

引
の
こ
ぎ
り
の
全
国
シ
ェ
ア
は
約

一
七
％
と
な
り
ま
し
た
。
町
工
場

か
ら
は
槌
音
が
ト
ン
テ
ン
カ
ン
と

聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

　
　
　

 

毎
年
、
一
一
月
に
は
産
業
と
文

化
の
祭
典
「
三
木
金
物
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
二
日
間
で
約
一
六

万
人
の
来
場
者
が
あ
り
三
木
の
金

物
の
素
晴
ら
し
さ
を
全
国
に
発
信

し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
城
下
町
と
し
て
栄
え
た

丹
波
篠
山
は
、
デ
カ
ン
シ
ョ
節
に

歌
わ
れ
て
い
る
、
人
々
の
暮
ら
し
、

ま
ち
な
み
、
自
然
や
文
化
が
今
日

に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成
二
七

年
四
月
に
第
一
号
の
「
日
本
遺

産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
年
一
二
月
に
は
世
界

地
域
の
文
化
や
魅
力
を
生
か
し
て

産
業
に
結
び
つ
け
、
活
性
化
を
図

ろ
う
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ユ

ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
ク
ラ
フ
ト
＆
フ
ォ
ー
ク
ア
ー

ト
部
門
」
に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
認
定
に
伴
い
、
篠
山

市
内
の
観
光
名
所
に
新
し
く
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
駆
使
し
た
映
像

と
多
言
語
で
説
明
す
る
看
板
を
設

置
し
国
内
だ
け
で
は
な
く
海
外
か

ら
の
観
光
客
の
方
に
も
篠
山
の
歴

史
を
わ
か
り
易
く
説
明
し
て
い
ま

す
。是

非
一
度
、
丹
波
篠
山
を
訪
れ

て
「
日
本
遺
産
の
ま
ち
」
「
ユ
ネ

ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ま
ち
」
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
篠
山
市
役
所

農
都
創
造
部
商
工
観
光
課
（
☎
〇

七
九
‐
五
五
二
‐
六
九
〇
七
）
ま

で

一
〇
月
、
実
り
の
季
節
を
迎
え
、

市
内
各
地
で
秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま

す
。
中
で
も
播
州
三
大
祭
り
の
一

つ
、
「
大
宮
八
幡
宮
」
の
例
大
祭

り
は
、
重
さ
約
二
ト
ン
も
あ
る
屋

台
を
担
ぎ
上
げ
、
八
五
段
の
急
な

石
段
を
、
力
強
い
掛
け
声
と
共
に

登
っ
て
行
き
ま
す
。
躍
動
感
が
あ

り
、
み
き
っ
子
の
心
が
一
つ
に
な

る
代
表
的
な
お
祭
り
で
、
県
外
か

ら
三
木
へ
帰
郷
さ
れ
る
方
も
多
く
、

三
木
の
秋
は
、
笑
顔
が
絶
え
ま
せ

ん
。
楽
し
い
祭
り
が
終
わ
る
と
紅

葉
の
季
節
を
迎
え
山
々
が
色
づ
き

ま
す
。

　
　

 

三
木
市
は
「
日
本
一
美
し
い
ま

ち
三
木
を
め
ざ
そ
う
」
を
市
政
方

針
に
掲
げ
、
「
人
・
産
業
・
自

然
」
が
調
和
す
る
街
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

酒
米
の
最
高
級
品
で
あ
る
山
田

錦
の
主
生
産
地
で
、
そ
の
生
産
量

は
日
本
一
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
三

木
金
物
ブ
ラ
ン
ド
と
と
も
に
三
木

産
山
田
錦
で
仕
込
ん
だ
日
本
酒
は

最
高
で
す
。

〜 

み
き
（
三
木
）
っ
て
…
〜
知
っ
得
く
三
木
情
報

丹
波
篠
山
は「
日
本
遺
産
の
ま
ち
」・

「
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ま
ち
」と
し
て

魅
力
を
国
内
外
へ
発
信
中
！

三
木
市

篠
山
市

「
丹
波
篠
山
デ
カ
ン
シ
ョ
館
」

は
青
山
歴
史
村
の
付
属
施
設
と
し

て
平
成
二
八
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
。

館
内
で
は
、
デ
カ
ン
シ
ョ
節
や

デ
カ
ン
シ
ョ
祭
を
は
じ
め
、
「
日

本
遺
産
の
ま
ち　

丹
波
篠
山
」
の

歴
史
や
文
化
、
自
然
、
特
産
品
な

ど
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

バ
ー
チ
ャ
ル
デ
カ
ン
シ
ョ
踊
り

ブ
ー
ス
で
は
、
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現

実
）
技
術
を
駆
使
し
て
デ
カ
ン

シ
ョ
踊
り
が
再
現
さ
れ
、
祭
り
会

場
に
い
る
雰
囲
気
を
味
わ
え
ま
す
。

歴
史
と
文
化
「
日
本
遺
産
の
ま
ち 

丹
波
篠
山
」
の
魅
力
を
ご
ゆ
っ
く

り
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

日
本
遺
産　

丹
波
篠
山
デ
カ
ン

シ
ョ
館
の
開
館
に
あ
わ
せ
て
「
丹

波
篠
山
N
A
V
I
」
が
完
成
し
ま

し
た
。
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語

（
繁
体
、
簡
体
）
、
ハ
ン
グ
ル
、

ド
イ
ツ
語
の
六
か
国
語
対
応
で
す
。

観
光
案
内
ナ
ビ
は
五
〇
箇
所
に

設
置
さ
れ
た
案
内
板
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
向
け
る
と
案
内
映
像
が

流
れ
、
懐
か
し
の
お
宝
映
像
や
ド

ロ
ー
ン
の
美
し
い
空
撮
映
像
を
満

載
し
て
い
ま
す
。
観
光
一
覧
は
デ

カ
ン
シ
ョ
館
の
観
光
ビ
デ
オ
の
多

言
語
説
明
と
し
て
使
え
、
デ
カ
ン

シ
ョ
館
体
験
ゾ
ー
ン
で
は
備
え
付

け
タ
ブ
レ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
手

持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
デ
カ

ン
シ
ョ
踊
り
を
体
験
、
写
真
撮
影

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
篠
山
市
の

市
章
を
マ
ー
カ
ー
に
し
て
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
向
け
る
と
画
面
上
で

デ
カ
ン
シ
ョ
踊
り
の
実
演
も
行
い

ま
す
。

■
日
程
：
平
成
二
八
年
八
月
一
五

日
（
月
）
〜
一
六
日
（
火
）

■
場
所
：
篠
山
城
跡
周
辺　

篠
山

市
北
新
町

篠
山
と
い
え
ば
「
デ
カ
ン
シ
ョ

祭
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
民
謡
デ
カ

ン
シ
ョ
節
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
丹
波
篠
山
デ
カ
ン

シ
ョ
祭
は
、
こ
の
デ
カ
ン
シ
ョ
の

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊
る
総
踊
り

が
メ
イ
ン
で
丹
波
篠
山
の
真
夏
の

風
物
詩
と
し
て
多
く
の
方
々
に
愛

さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
カ
ン
シ
ョ
節

に
は
地
域
の
そ
の
時
代
ご
と
の
風

土
や
人
情
、
名
所
、
名
産
物
が
歌

わ
れ
て
お
り
、
今
日
に
お
い
て
も

新
た
な
歌
詞
を
生
み
出
し
新
た
な

丹
波
篠
山

を
更
に
後

世
に
歌
い

継
ぐ
取
り

組
み
を
続

け
て
い
ま

す
。

編
集
後
記

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
今
月
号
で
は
春

の
叙
勲
を
は
じ
め
、
各
種

表
彰
式
の
様
子
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
受
章
さ
れ

た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

各
地
区
の
消
防
操
法
大

会
も
終
わ
り
、
県
大
会
出

場
隊
が
決
定
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
県
大
会
で
す
。

体
調
管
理
に
は
十
分
に
気

を
配
っ
て
い
た
だ
き
、
日

頃
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

熱
中
症
を
は
じ
め
、
大

雨
・
台
風
な
ど
何
か
と
気

が
か
り
な
季
節
と
な
り
ま

し
た
が
、
災
害
へ
の
備

え
・
体
調
管
理
に
は
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

丹波篠山デカンショ館

丹波篠山ＮＡＶＩ

す
る
と
と
も
に
、
幾
多
の
災
害
に

対
し
て
、
率
先
垂
範
し
て
敢
然
と

立
ち
向
か
わ
れ
、
地
域
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
消
防
力
の
強
化
、
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
消
防
の

発
展
に
貢
献
し
、
社
会
公
共
の
福

祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と

等
、
こ
れ
ま
で
の
抜
群
の
功
績
に

よ
り
、
そ
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し

た
。今

回
の
叙
勲
の
伝
達
式
は
、
平

成
二
八
年
五
月
一
六
日
（
月
）
一

三
時
一
五
分
よ
り
東
京
・
虎
ノ
門

の
日
本
消
防
会
館
ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
、

代
表
者
に
叙
勲
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。式

典
終
了
後
、
受
章
者
の
方
々

は
皇
居
へ
参
入
、
拝
謁
し
た
後
、

記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
の
消
防
関
係
受
章

者
数
、
勲
章
別
内
訳
及
び
本
県
の

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
全
国
消
防
関
係
受
章
者
数
〉

瑞
宝
小
綬
章
 

二
一
名

旭
日
双
光
章
 

三
名

瑞
宝
双
光
章
 

九
三
名

瑞
宝
単
光
章
 

四
八
四
名

　
　
計
 

六
〇
一
名

一
九
名
が
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま

し
た
。

受
章
さ
れ
た
方
々
は
、
永
年
に

わ
た
り
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
火
災
等
の
災
害
か
ら
防
御

平
成
二
八
年
春
の
叙
勲
が
四
月

二
九
日
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
の
受
章
者
（
消
防
関
係
）

は
、
全
国
で
六
〇
一
名
、
う
ち
兵

庫
県
で
は
、
元
消
防
団
員
・
職
員

受章者の皆さん

式典の様子

平
成
二
八
年

春
の
叙
勲（
消
防
関
係
）伝
達
式
が
挙
行

　

元
温
泉
町
消
防
団

　
　

副
団
長 

西
脇　
　

明

　

元
淡
路
市
消
防
団

　
　

副
団
長 

谷
山　

公
平

　

元
川
西
市
消
防
団

　
　

副
分
団
長 

夛
田　

仁
三

　

元
高
砂
市
消
防
団

　
　

副
分
団
長 

穴
田　

正
和

　

元
赤
穂
市
消
防
団

　
　

分
団
長 

嶋
田　

秀
昭

　

元
加
古
川
市
消
防
団

　
　

副
分
団
長 

髙
谷　

正
博

　

元
豊
岡
市
但
東
消
防
団

　
　

副
団
長 

田
中　

德
夫

　

元
豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

　
　

副
団
長 

松
井　

勝
己

　

元
芦
屋
市
消
防
団

　
　

分
団
長 

山
根　
　

進

　

元
神
戸
市
垂
水
消
防
団

　
　

副
団
長 

柏
木　

耕
二

　

元
神
戸
市
灘
消
防
団

　
　

副
団
長 

市
岡　

博
次

　

元
尼
崎
市
消
防
団

　
　

分
団
長 

松
浦　

敬
彦

　

元
西
宮
市
消
防
団

　
　

分
団
長 

岩
野　
　

勝

　

元
姫
路
市
姫
路
西
消
防
団

　
　

分
団
長 

田
中　

明
洋

　

元
姫
路
市
飾
磨
消
防
団

　
　

分
団
長 

永
井　
　

侃

兵
庫
県
下
受
章
者
（
消
防
関
係
）

◎
瑞
宝
小
綬
章

　

元
尼
崎
市

　
　

消
防
正
監 

橋
本　

雅
生

　

元
姫
路
市
網
干
消
防
団

　
　

分
団
長 

小
野　

廣
治

◎
瑞
宝
単
光
章

　

元
神
戸
市
中
央
消
防
団

　
　

副
団
長 

石
沢　

英
次

◎
瑞
宝
双
光
章

　

元
養
父
市
消
防
団

　
　

団　
　

長 

片
岡　
　

稔

【
お
詫
び
と
訂
正
】

兵
庫
消
防
平
成
二
八
年
五
月

一
五
日
発
行
第
六
六
四
号
の

「
が
ん
ば
っ
て
ま
す
、
女
性
消

防
団
員
」
に
お
い
て
、
明
石
市

消
防
団　

女
組
（
め
ぐ
み
）
班

長　

髙
橋
久
美
子
氏
の
氏
名
を

誤
っ
て
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
。

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
次
の
と
お
り
訂
正
い
た

し
ま
す
。

（
正
）
髙
橋　

久
美
子

（
誤
）
橘　

久
美
子

金
物
の
ま
ち
三
木

色
ん
な
一
番
の
あ
る
三
木

研
究
施
設

防
災
拠
点

交
通
の
要
衝
・
ゴ
ル
フ
場

農
業

ふ
れ
あ
い
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
三
木

れ
合
え
る
施
設
が
一
杯
で
す
。
春

は
美
嚢
川
の
桜
並
木
、
夏
は
ブ
ド

ウ
狩
り
。
自
然
豊
か
で
、
安
ら
ぎ

の
あ
る
三
木
市
へ
ぜ
ひ
一
度
お
越

し
く
だ
さ
い
。

三
木
情
報
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

http://m
iki-m

useum
.jp/

三木金物まつり

大宮八幡宮
秋祭り（本宮）

丹
波
篠
山
デ
カ
ン
シ
ョ
館

丹
波
さ
さ
や
ま
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

第
六
四
回
丹
波
篠
山

デ
カ
ン
シ
ョ
祭

やぐらの周りで広がる踊りの輪

み
き

み
つ
ぼ

み
の
う
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